
 

 

 

 

 

令和７年度 障がい者団体活動助成 - 活動報告 - 

 

 

 

 

■助成団体（全７団体） 

  ❑サークルジャンプ・モモの会  

  ❑つばさ音楽クラブ 

 ❑武蔵野市視覚障害者福祉協会 

  ❑CLUB VALER TOKYO 

 ❑第二金曜会 

 ❑武蔵野市障害者福祉協会 

  ❑武蔵野けやき会  

  

 

 

 

 

  



サークルジャンプ・モモの会 

音楽療法講座 

 

開催回数 

合計回数：60回 

［４月～11 月は 1日３回開催］４月（２日間）、５月（２日間）、６月（２日間）、

７月（２日間）、８月（２日間）、９月（２日間）、10 月（２日間）、11月（２日

間） 

［12月以降は１日２回開催］12 月（２日間）、１月、２月、３月（２日間） 

活動内容 

・音楽活動を通して療育活動を行う。 

・障害をもった当事者達が地域で安心して過ごせる居場所確保。 

・親同士の親睦。 

 

募金に協力いただいた方へ 

活動を始めた当初から参加している子どもたちは市内の作業所に通う社会人になりました。 

ハンディをもっている当事者達は社会人になっても休日を家族と一緒に過ごすことが多いた

め、この活動は地域活動としても貴重な活動となっています。 

長きに渡り活動を続けることができていること、募金をしてくださった多くの方々に心から

御礼を申し上げます。 

 
 

 

 

  



つばさ音楽クラブ 

知的障害者のスキルアップ余暇音楽活動 

 

開催回数 

合計回数：18回 

［活動練習］４月、５月（２日間）、６月（２日間）、７月、８月、９月、10 月、

11 月（２日間）、12月、１月、２月 

［舞台発表］４回 

活動内容 

ハンドベル演奏（全員）、楽器演奏（フルート、シンバル、太鼓、タンバリン、

鈴、カスタネット、トライアングル）、合唱、手話歌 

ハンドベルや楽器は、指揮者に集中して、自分のパートを発揮するのに、神経・注

意力・リズム感等必要で、すべての意味でスキルアップします。合唱＆手話歌は、

心をかよわせあい、雰囲気を大切にします。 

 

とても知的障害者（愛の手帳２度～４度）とは思えない、レベルの高い、質の良い

音楽を創り上げ、一緒にやっています。フォロー側（親や一般ボランティア）の方

が、覚えるのが遅く、毎回メンバーの底力に驚かされています。彼らの集中力は、

音楽によって養われ、きっと生活にも、仕事（作業所）にも反映されていると感

じ、大切なことだと思います。舞台に出ることで、多くの（１回数百人）一般人に

知ってもらえることも貴重な成果です。 

 

募金に協力いただいた方へ 

大変お世話になりありがとうございます。私たちの「つばさ音楽クラブ」は、指導者は地元

の音楽家（バイオリニスト）です。フォローは親ボランティアとヘルパーで、知的障害者

（愛の手帳２度～４度、作業所通所者）が 12 人で、23 人で気持ちを一つにして、美しいハー

モニーを創り上げる努力をしています。 

ハンドベル演奏、楽器演奏、合唱、手話歌といろいろ挑戦しています。 

ぜひ、皆様方に舞台を観にいらして頂きたいです。 

お返しの気持ちを込めて、演奏いたします。 

今後共、お力添えを頂けます様、よろしくお願い申し上げます。 

感謝。 

 

  



武蔵野市視覚障害者福祉協会 

市民向け講演会 

（視覚障害者の被爆体験を聞く会、民族楽器を楽しむ会） 

 

開催回数 
合計回数：２回 

①８月９日 ②11月８日 

活動内容 

・原爆の体験を聞き、戦争を二度と起こすことのないように改めて考える良い機会

とする。 

・世界の楽器に触れて、体験する。 

 

募金に協力いただいた方へ 

助成金により、会を開くことができ、充実したときを過ごすことができました。 

今回は原爆に関心のある方も多く、たくさんの参加者があり、感謝して活動を行うことが 

できました。 

 

 

 

  



CLUB VALER TOKYO 

ウォーキングフットボール体験会 

 

開催回数 
合計回数：７回 

５月、６月、７月、８月、９月、12 月、２月 

活動内容 

・障がいの有無や競技経験、運動習慣有無にかかわらず、誰もが楽しめるウォーキ

ングフットボールイベントの実施。チームに分かれてのボール回しやゲーム形式が

メインの内容。弱視体験ゴーグルも活用し弱視者への理解促進 

 

＜事業の目的＞ 

①障がいを持つ当事者のスポーツを通じた社会参画機会の促進 

②スポーツを通じた市民の障がいを持つ方との接点および理解の場の創出 

 

募金に協力いただいた方へ 

このたびはご支援を賜り、誠にありがとうございました。 

スポーツを通じた交流により、多様な人々がつながる場を創出することができました。 

多くの方にご参加いただき、継続的なコミュニティの基盤が築かれております。 

今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

  



第二金曜会 

精神障害当事者・家族を孤立させないようにする 

家族会活動 

 

開催回数 

合計回数：12回 

［会員の例会］原則毎月 1回開催 

［会員及び市民向け講演・相談会］９月・２月 

［家族 SST 講座］12 月、［他地域の家族会］11月 

活動内容 

・毎月の例会は、支援事業者などを通じて現在つながりのない家族の参加を募って

いる。他にも関係機関の協力などで学習会を行い、社会資源の情報を得て共有して

いる。 

・研修会、講演会、施設の見学、他地域家族会との交流等で、地域の状況を知り今

後の活動に活かす。 

関係機関の協力などで学習会を行い、社会資源の情報を得て共有しているほか、

「当事者の生活」や「親なき後の今後」の安心に繋げる。 

・会員交流会を随時開始し、「わかちあい」「支え合う」ことにより、家族が孤立し

ないことを目指す。 

市議会及び東京都家族会連合会（つくし会）との連携により、要望を反映する機会

を作る。 

 

募金に協力いただいた方へ 

武蔵野市では、こころの病で自立支援医療を受けながら精神科通院している人が２千人を超

えています。自立支援医療の申請をしていない方を含めると年々増加しているとのことで

す。身近な病気となっている昨今、当市でもたくさんの当事者や家族が苦しんでいます。同

じ悩みを抱える家族会であろうと思います。 

当会の活動は皆様の志に支えられて成り立っており、深く感謝をしております。当事者・家

族、そして一般市民の方々も共に笑顔になれるよう、活動資金として大切に活用させていた

だきました。 

 

 

 

 

  



武蔵野市障害者福祉協会 

令和７年度「リフトバスの旅行会」（日帰り旅行） 

 

開催回数 合計回数：１回（11 月７日） 

活動内容 
・外出に多少の困難のある障害者の貴重な旅行機会となり、体験で見分を広め、会

員同士の交流を深め、明日への活力となる。 

 

募金に協力いただいた方へ 

歳末助け合い・地域福祉活動募金の助成金のおかげで、私たち身体障害者が「リフトバスの

旅行会」に今年度もまた行けるようになりました。 

たくさんの皆様のご協力に心から感謝しております。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

  



武蔵野けやき会 

原爆体験の証言活動 

 

開催回数 
合計回数：10回 

５月、６月、７月、８月（２日間）、９月、11 月（３日間）、３月 

活動内容 
・広島・長崎での被爆証言をする。被爆者が描いた絵を拡大展示して、原爆の非人

道的な被害を理解してもらい、核兵器廃絶の世論を拡める。 

 

募金に協力いただいた方へ 

武蔵野市在住の被爆者が、原爆体験の証言活動を続けています。 

言葉で実相を説明することは難しいので、被爆者が描いた絵を拡大したパネルを展示して、

原爆の非人道性を具体的に説明することができました。 

皆様の募金でいただいたお金で展示資料のカラー拡大印刷に生かすことができました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 


